
人
権
人
権
人
権

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

輝
く
輝
く
輝
く
輝
く

い
る
ほ
か
、
特
定
の
民
族
や
国
籍
の
人
々
を

排
斥
す
る
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
国
籍
、
人
種
、
民
族
な
ど

を
理
由
と
し
て
行
わ
れ
る
排
他
的
言
動
は
、

人
権
侵
害
で
あ
り
、あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う

　
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
た
ち
が
地
域
で
と
も

に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
、
次
の
こ
と
を
意
識

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
誤
っ
た
情
報
な
ど
に
よ
る
、
外
国
人
に
対

　
す
る
誤
解
や
偏
見
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

・
異
文
化
や
宗
教
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

　
価
値
観
や
生
活
習
慣
な
ど
の
多
様
性
を
認

　
め
合
い
ま
し
ょ
う
。

ひ　
　

と

ひ　
　

と

ひ　
　

と

めめめめ

きききき
らららら

くくくく
男
女
男
女
男
女

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
】

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
】

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
】

■
今
こ
そ
見
直
そ
う
！
性
別
に
よ
る

　
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
（
※
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
に
伴
う
外
出
自
粛
な
ど
に
よ
り
、
家
族
の

在
宅
時
間
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
家
事
や
育

児
、
介
護
な
ど
が
増
大
し
ま
す
。
そ
の
す
べ

て
を
一
人
で
担
う
の
は
負
担
が
大
き
く
、
ス

ト
レ
ス
で
心
身
の
不
調
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
マ
マ
を
辞
め
た
い
」「
嫁
を
辞
め
た
い
」

そ
ん
な
悲
鳴
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
か
。

●
子
ど
も
の
世
話
に
加
え
て
家
事
が
あ
る
の

　
で
、
自
分
の
仕
事
は
夜
中
に
な
る
。

●
子
ど
も
を
保
育
園
に
預
け
ら
れ
な
く
な
り

　
夫
で
は
な
く
私
が
仕
事
を
辞
め
る
（
休
業

　
す
る
）
こ
と
に
。

●
夫
は
家
事
分
担
を
一
切
し
な
い
上
、
在
宅

　
勤
務
中
は
掃
除
機
の
音
を
出
す
な
と
言
う
。

　　
災
害
・
緊
急
時
は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
か
ら

お
互
い
を
思
い
や
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
今

こ
そ
夫
婦
や
家
族
で
家
事
・
育
児
・
介
護
な

ど
の
分
担
を
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
悩
み
を
相
談
で
き
る
相
談
機
関
が

あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
と
は
、
夫
は

　
外
で
働
き
、妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
な
ど
、

　
性
別
で
役
割
を
固
定
的
に
分
け
る
考
え
方

　
の
こ
と
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
人
権
推
進
課　
男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）７
９
２
０

■
外
国
人
の
人
権
を
考
え
る　

　
５
月
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
黒
人
男
性
が

警
察
官
に
よ
り
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
起
き
、

世
界
中
で
人
種
差
別
に
対
す
る
抗
議
行
動
が

起
き
て
い
ま
す
。
国
内
で
も
、
特
定
の
民
族

や
国
籍
の
人
々
を
排
斥
す
る
差
別
的
言
動
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
籍
や
肌
の
色
、
言
語
、
宗
教
が
違
っ
て

も
、
み
ん
な
同
じ
人
間
で
あ
り
、
基
本
的
人

権
は
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
外
国
人
に
対
す
る
差
別

　
近
年
は
、
仕
事
や
観
光
な
ど
で
日
本
を
訪

れ
る
外
国
人
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
数

が
増
加
し
、
日
常
生
活
で
さ
ま
ざ
ま
な
国
の

人
と
接
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
来
年

は
、
延
期
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
外
国

人
と
接
す
る
機
会
は
さ
ら
に
増
え
ま
す
。

　
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
宗
教
、
生

活
習
慣
の
違
い
や
無
理
解
な
ど
に
よ
る
、
差

別
や
偏
見
も
見
ら
れ
ま
す
。
住
宅
の
入
居
、

店
舗
へ
の
入
店
や
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
拒
否
さ
れ
る
な
ど
の
事
例
も
報
告
さ
れ
て

●
問
い
合
わ
せ　

　
　
役
場
人
権
推
進
課　
人
権
推
進
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）７
９
２
０

●
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
処
理

　
事
務
所
・
店
舗
な
ど
の
事
業
所
か
ら

搬
出
さ
れ
る
ご
み
は
、
事
業
者
自
ら
の

責
任
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
事
業
系
一
般
廃
棄
物
」は
、
町
の
家

庭
ご
み
収
集
に
は
出
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
自
ら
処
分
場
へ
持
ち
込
み
を
す

る
か
、『
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
』

を
持
っ
て
い
る
業
者
へ
委
託
し
適
正
に

処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
宅
兼
事
務
所
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
同
様
に
、
事
業
活
動
で
出
た

ご
み
は
、
家
庭
ご
み
で
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
事
業
ご
み
と
家
庭
ご
み
を

区
別
し
、正
し
く
処
分
を
し
ま
し
ょ
う
。

役場環境保全課  環境保全係　☎096（293）3113

①
型
番
と
メ
ー
カ
ー
、大
き
さ
な
ど
を
確
認

②
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入

③
直
接
持
ち
込
み
か
自
宅
前
収
集

　
（
別
途
料
金
が
必
要
）

　
詳
し
く
は
役
場
環
境
保
全
課
に
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
●
持
ち
込
み
場
所　

　
　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
大
津
町
大
津
１
１
５

　
●
予
約　
役
場
環
境
保
全
課

　
　
　
☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
３

　

袋
に
入
ら
な
い
ご
み
は
、
粗
大
ご
み

の
扱
い
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も

家
電
４
品
目
は
処
分
の
際
リ
サ
イ
ク
ル

券
が
必
要
で
す
。
そ
の
ま
ま
で
は
、
処

分
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
冷
蔵
庫
、洗
濯
機
、エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
）

家
電
４
品
目
の
捨
て
方

おおづおおづおおづの
大津町企業連絡協議会大津町企業連絡協議会大津町企業連絡協議会しごとしごとしごと

検索

会社の全景 シリコンウェハー

【企業概要】
●所在地　　菊池郡大津町高尾野272－8
●業　種　　半導体用シリコンウェハーの再生
●従業員数　305人　
●事業内容　半導体関連事業
●連絡先　　☎096（295）5600
●ホームページ
　　　　　　http://hamada-hi.com

濱田工業　シリコンウェハー

濱田重工株式会社
シリコンウェハー事業部
シリコンウェハーの再生という仕事を通して、
循環型社会づくりに貢献

　濱田重工株式会社シリコンウェハー事業部では、国内外のお
客様が使用されたシリコンウェハーをお預かりし再生する事業
を展開しています。お預かりしたウェハーは、クリーンルーム
という温湿度、清浄度が管理された特別な部屋で研磨や洗浄な
どの処理により再生され、厳格な検査に合格したウェハーが製
品としてお客様に戻されます。
　ウェハー再生事業の分野では、世界トップクラスのシェアと
技術力を有しており、「重工」のイメージを越えた事業展開を
行い、日進月歩のスピードで変革する技術開発の世界に応える
ために日々研鑽しています。
　また、当社は大津町から土地を借りて植樹活動を行うなど自
然環境保護活動にも取り組んでいます。

【
相
談
機
関
】

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
相
談
室
ら
い
ふ

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
６
６
６

土
曜
日
☎
０
９
６（
３
５
５
）２
２
２
３

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
　
　
（
火
曜
は
午
後
７
時
30
分
ま
で
）

※
水
曜
、日
曜
、祝
日
（
土
曜
は
除
く
）、

　
12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
休
み
。

　
熊
本
県
内
相
談
室
一
覧
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
～
つ
な
ぐ
～
熊
本
県　
相
談

機
関
一
覧
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
は
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」強
化
週
間

　

子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

の
解
決
を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
期
間　
８
月
28
日（
金
）～
９
月
３
日（
木
）

●
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

●
相
談
内
容　
い
じ
め
、
暴
力
、
虐
待
、
体

　
罰
な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

●
電
話
番
号　
☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

※
強
化
週
間
以
外
も
、
毎
週
月
曜
日
～
金
曜

　
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま

　
で
、
同
じ
電
話
番
号
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

一
般
廃
棄
物

木
製
製
品
、
紙
く
ず
、
食
べ
残
し

売
れ
残
り
な
ど

家
庭
か
ら

出
る
ご
み

↓
家
庭
系

一
般
廃
棄
物

↓
町
が
収
集

事
業
所
か
ら

出
る
ご
み

↓
事
業
系

一
般
廃
棄
物

↓

事
業
所
が
処
理
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